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1946年 静岡県出身。　
専攻―近世芸能、近世文化。　
人形浄瑠璃・文楽の演者、芸の伝承、公
演の実態等の現状の調査、研究。文楽

協会、国立劇場、国立文楽劇場で文楽公演の制作担当（34年間）
後、京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター教授、同セン
ター所長、大学理事を経て同大学名誉教授。

著書『人形芝居と文楽』（小峰書店）、共著『文楽談義―語る・弾く・
遣う』（創元社）、共著『ことばの力―あらたな文明を求めて』(京都
大学学術出版会)、共著『岩波講座　歌舞伎・文楽　第10巻』他。

後藤　静夫 氏
ごとう      　しずお

京都市立芸術大学名誉教授

〒530-0001 大阪市北区梅田1-2-2-500　
大阪駅前第2ビル5階

大阪市立総合生涯学習センター（大阪駅前第２ビル 5階） 
第5研修室

06-6345-5000 (代表)

会場

受付事務局までメールでご連絡ください
sec@kajinken.jp

申込方法　

一般 2，000円 / 学生 500円参加費

定員

36名

 sec@kajinken.jphttps://kajinken.jp/Home page Info mail


